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人を暖かく迎える医療
地域の健康の守り手高齢者をささえる医療心を大切にする医療

基本方針

1.良質な医療療養病床・地域包括ケア病床機能の提供

2.外来機能の充実

3.居住介護支援事業所・訪問看護ステーションの拡充

4.地域とのつながりの強化
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みなさま、

明けましておめでとうございます。

院長木原明子
気

昨年は、地域にお住まいのみなさま、湘南ホスピタル・ケアポート湘南・コスモ

ス訪問看護ステーションをご利用いただいているみなさま、地域の様々な方々に大

変お世話になり、大変ありがとうございました。2017年が平和で、穏やかな1年

でありますよう祈りつつ、本年もどうぞよろしくお願いいたします。

当院では、昨年12月中旬に、リハビリテーション室の拡張工事が終了いたしま

した。リハビリ室は、以前に比べて2倍ほどに面積が広くなり、理学療法士・作業

療法士の人数も増えました。入院患者さんがご自宅などに司『魯
退院できることをめざして機能訓練をおこなってまいり就漉
湘南ホスピタルでは、4月より、3階の病棟が地域包括ケア病床が中心の病棟に

なります。一方2階は、今までどおり医療療養病床として長期の入院療養が必要な

かたを診療いたします。外来を受診された方や在宅療養中のかたの入院治療、急性

期病院での治療後の転院・継続治療をしてまいります。

外来では、外来患者さんの健康管理・疾病予防と治療につとめるとともに、認知

症の診断や治療、独居のかたがたの医療支援などもおこなってまいります。また、

訪問診療の充実、健診・ドックの充実につとめてまいります。

居宅介護支援事業所ケアポート湘南と、コスモス訪問看護ステーションは、地域

包括ケアシステムに沿い、ケアマネジメント・訪問看護・リハビリをおこない、地

域のニーズに応えてまいります。

今後も、地域とのつながりを深め、みなさまに信頼していただける病院・居宅介

護支援事業所・訪問看護ステーションをめざしてまいります。

暖かな新年を迎え、湘南ホスピタル正面スロープは、主に暖色

系のパンジー、ヴィオラ、セントポーリアなどが植えられた早春

の花壇となりました。

あらためて、本年もどうぞよろしくおねがいいたします。
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脳の話について(3)

脳に飛び込んでくる情報はそれぞれの感覚に応じた部位に送られ、そ

の後、統合(情報を組み立てる)という情報処理がなされていきますが、

その情報処理の経路は、二つに分かれています。何故、二つに分かれて

いるのか?実は情報には、さほど急ぐ必要のないものと、極めて高速

伝達を要するものがあるのです。そして、前者が通るのが「what」つま

り「何か?」の経路、見たもの、聴いたもの、触ったものが、何である

かを認知、認識する経路です。後者が通るのが「howまたはwhere」

つまり「どんなに?どこへ?」の経路、この三次元空間の中で行動、 神経内科安徳恭演

行為をするための経路です。「what」の経路は大脳のお腹側にある側頭葉を通り、「howまたは

where」の経路は大脳の背中側にある頭頂葉を通ります。

さて今、眼の前に皿に載ったケーキがあるとします。それを見たと

(
・

・
あ

○

㌧

き、我々の目に入った食べ物の情報は網膜がキャッチし、大脳の後ろ

の方にある後頭葉という部位まで情報の信号として運ばれていきます。

この網膜から後頭葉までの経路もすでに二つに分かれているのです。

同じ部位を通っていても、伝えている神経細胞の種類が違うのです。

この二種類の伝達速度の違う信号はいずれも後頭葉に届けられるわけ

ですが、さほど急ぐ必要のない信号が通る[何か?]の経路。これは、

後頭葉から側頭葉を通って処理されていきますが、目の前にある皿に載ったものがケーキなん

だということをおおざっぱに認知、認識するための経路です。

極めて高速伝達を要する信号は・「どんなに?どこへ?」前頭葉頭頂葉
の経路ですが、それは、頭頂葉を通って処理されていきま

す。こちらでは・まずはケーキの位置や・正確な形・そし後頭葉
て、自分との距離などを知るための正確で精密な信号処理

が行われていきます。そして、ケーキを食べると決定がな

されれば、自らの身体の中からの信号の処理、つまり、食側頭葉

べるという行為を制御するための信号処理が行われること

になります。フォークを手に取り、ケーキに向かってそれ

を動かし、ケーキを口に運ぶ。その間、ケーキの大きさ、ケーキとの距離、フォークを握る手

の筋肉からの情報の信号が我々の脳に運ばれています。そして、手は常に動いていますから、

情報は常に変化しています。刻々と変わっていく手の筋肉の繊細な情報は、刻々と、しかも連

続的に脳に送られています。それによって、普通にケーキを食べることが可能となっているの

です。

そうです。我々が当たり前のようにやっている所作、動作、行為、すべて連続的に更新され

て送られてくる感覚情報なしでは、制御不能なのです。そして、それを行っているのが、「どん

なに?どこへ?」の経路なのです。

安徳医師の診療日
月曜午前・午後(要予約)

火曜午前(要予約)
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新任のご挨拶

初めまして!11月から消化器内科医として週2目勤務している石井恭子

です。どうぞよろしくお願い致します。胃や腸の内視鏡検査を全国津々

浦々武者修行した後、長年の夢であった海外で働く事を実現すべく外

務省に入省しました。外務省では医務官という専門職に就いて、南米

ボリビアで3畔その後フランスで約2年暮らした後、牌帰国し、
ました。言葉や生活習慣、文化の違う海外での暮らしは想像以上にハ

プニングの連続で、現地の人を相手に本気で意見を戦わせた(要は喧

嘩した?)事もありましたが、今となっては全部楽しい思い出です。

ぎト桝方ジルr
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パラグアイ

 頓y

目本人である自分を見つめる良
医師石井恭子

いきっかけにもなりました。

本当はもっと長く海外で生きていきたかったのですが、

なかなかそうはいきません。昨年3月に私自身が自分

の専門でもある胃癌に罹り、胃を全摘する手術を受け

ました。(医者の不養生ですね…。反省)しかし初めて

患者さんの立場になってみて、気付いた事も沢山ありました。医学書には書いていない体の

変化や心の変化、そして死を身近に感じた時の気持ちは自分が病気になってみて初めて分かっ

たことです。もう一度医師として臨床の場に戻るなら、技術や知識を提供するだけでなく、

自らの体験を通して得たものを反映出来る仕事がしたいと思い、湘南ホスピタルで勤務する

ことになった次第です。

人の命は有限です。だからこそ悔いのない人生を歩んでいきたいと思っています。外来診

察や検査を通して多くの方々に出会えるのを楽しみにしています。

石井医師の外来診療日木曜午前、土曜午前/月曜午前内視鏡検査

地域の連携役として

地域連携室渉外担当として入職いたしました、伊澤秀平と申します。

出身は湘南ホスピタルのある、藤沢市辻堂です。

自分の育った大好きな、この湘南地区で地域の皆様の医療・介護・

健康に貢献していきたいと思っています。

湘南ホスピタル渉外担当の業務をご紹介いたします。「顔の見える」

良好な関係性を作ることを目的に日々、病院・

クリニック・介護施設・居宅介護事業所・地域

,
1

いなか、ご対応有り難うございます。)

や

地域連携室伊澤秀平

包括支援センターなどを訪問させていただいています。(いつもお忙し

_私は、湘南ホスピタルと地域の皆様との連携役として、よりスムーズ

な医療サービスの提供を考えています。「住み慣れた地域でその人らしく生活する」ための、架

け橋になれるように取り組んで参ります。今後とも宜しくお願いいたします。
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～自分らしく暮らし続けるために～藤沢市医師会在宅医療支援センター

r地域包括ケアシステムの構築を目指して」

2025年問題の施策として「医療」、「介護」、「住まい」、

「生活支援・介護予防」を包括的に一体的に提供でき
象

る体制づくりが必要です。そのために在宅医療支援

センターでは、一人の在宅患者さんに対して、ケア

藷詳稟編晶欝誕落盤・ぐ曳
(必要時協力医)筆多くの職種の方と連携を組歌参吸
支援体制を作っていく必要があると考えています。

白'

.に

地域包括ケアシステムのイメージ

'^などG

1※地域包括ケアシステム1よ人・魯一慶座慧コ
1万人程度の中学校区を.恥

単位として想定
 、一輪一一一の。。働。θ人クラブ・自治会・介護予防・生活支援

在宅医療の条件として、①訪問診療を行う医師がいること、②24時間の訪問看護ステーショ

ンがあること、③入院に対応できる後方病床があることです。

藤沢市医師会においては、①訪問診療と往診を行っている医療機関は54ヶ所がありますが、

かかりつけ医で訪問診療を行っている医療機関もありますので受診した時に相談してみてくだ

さい。

また藤沢市には、②訪問看護ステーションが25ヵ所あり、2ヵ所を除いて24時間対応してい

ます。湘南ホスピタルにもコスモス訪問看護ステーションが併設されています。

③入院可能な後方病床について、10ヵ所の入院施設があります。在宅での患者の受け入れにも

積極的な対応です。湘南ホスピタルも受け入れていただいております。

r在宅医療支援センターの役割」

当センターの業務は大きく分けて、①相談・支援業務・②多職種の連携に関すること・③市

民への啓発活動など、3つの業務を行っています。

1.相談・支援業務について

退院後、通院ができなくなった方や、かかりつけ医を持っていない方、在宅で医療を受け
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たい方など、ケアマネジャーよりご相談を受け、在宅医をお探しします。

'2.医療間・多職間との連携業務について

く㌘～医療・介護連携研修会を6回開催。参加人数は130人/回ほどでした。

ム`蒼rその人らしく最期まで暮らし続けるために」・どのように連携して支え合う
かについて顔の見える関係づくりを大切にグループワークしています。

3.市民への啓発活動について

当センターの開所時間は平目の9時～17時です。場所は藤沢市医師会館内にあります。当

センターは市民の方からのご相談はお受けしておりません。まず、地域包括支援センターにお

尋ねください。また、ケアマネジャーさんを通して連絡をお願いします。

rかかりつけ医をもちましょう」

「かかりつけ医」は生まれて死に至る間に抱える医療を、患者や患者家族の人生とも向き合い、

患者の体、臓器だけを見るのでなく、精神面・心理面の問題・社会問題にも対応できる医師と

いうことです。つまり、かかりつけ医とは、なんでも相談できる上、最新の医療情報を熟知し

て、必要な時に専門医、専門医療機関を紹介でき、身近で頼りになる地域医療、保健、福祉を

担う、総合的な能力を有する医師のことです。かかりつけ医を持っている事で、身体的変化が

起こったとしても、今までの生活スタイルを変えることなく受診ができます。

病状により、専門の所や急性期病院へ紹介をします。又、介護支援が必要になれば、医師の意

見書を元に、介護認定してもらい、施設も利用できます。在宅での療養を希望すれば、訪問看

護師や薬剤師が訪問できるように指示してくれます。「自分らしく暮らし続けるためにも」、ま

ずお近くにある「かかりつけ医」を持つことをお勧めいたします。

輩乎フ
「リビング・ウィル」について

一人一人の生き方、人生観も違います。その人らしく暮らし続けるために

「リビング・ウイル」について考えておくことが大切です。一これからは、病院は看取りの場所で

なくなります。その人らしく最期が迎えられるように、「自分は最期をどう迎えたいか」、家族

と話し合ってしておきましょう。

当センターでは皆様の考えを整理しやすいように、リーフレット2種類を作っております。

話し合う材料にお使いください。

「健康寿命を延ばす」には

健康寿命とは、心身共に、健康で目常生活が制限されることなく生活

●ができ、介護度を受けていない状態のことで、男性は70歳、女性は74歳

といわれています。平均寿命と健康寿命の差は男性では9歳、女性は13

壌鍵9歳とな.て嚇
。

心.溢6毎論麟離籍魏輸総凝羅、「膓多1
-qドキドキ」五感を使って感動しましょう.

トピックス

2016年4月から紹介状なしで受診をすると特定病院や500床以上の病院に関しては初診料以

外に5000円(消費税抜き)がかかります。紹介状があればかかりません。是非、かかりつけ医

をもち、検査や処置が必要と判断されたら、大きな病院へ紹介状を書いてもらいましょう。
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疾患別リハビリテーション施設基準取得について

新年あけましておめでとうございます。

本年も何卒よろしくお願い申し上げます。

前号にて「地域包括ケア病床に向かって」というお話をさせて頂き

ました。
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昇降式平行棒・歩行練習用階段・電動式チルトテーブル

脳卒中や骨折など各々の疾患の特性に対応した個別の理学療法や作業療法を実施させて頂くという

ものです。

ア

み

ノ

主任理学療法士

高橋徹

今回は、4月1目の「地域包括ケア病床」開

設にむけてリハビリテーション室の現状および、

今後の展望についてお話しさせて頂きます。

新年より、リハビリテーションにおける診療

報酬上の施設基準を取得させて頂きました。

「疾患別リハビリテーション」という聞きなれ

ない言葉でありますが、簡単に申し上げますと、

.欝欝禦1鶴礎薪コ

肺炎や慢性閉塞性肺疾患(COPD)などに対応する「呼吸器リハ

ビリテーション」です。

その他の条件として、診療報酬規程上リハビリテーション室の

面積、人員配置などがありますが、当院ではリハビリ室の拡張、

リハ機器の導入、人員確保も完了しおかげさまをもちまして新年

より新たにスタートすることが出来ました。

リハビリテーション室につきましては、約2倍の広さになり、

リハビリテーションスタッフにつきましては理学療法士4名、

作業療法士1名の計5名となります。これらの施設基準取得に

より「地域包括

キッチン

リテーション」、骨折や変形性膝関節症な

どに対応する「運動器リハビリテーション」、
漁

r

」〆→し

,

プラットホーム・昇降テーブル

電動昇降ベッド・乾式ホットパック装置

嗣
ρ

司」レンー

エアロバイク・プラットホーム

ケア病床」開設に向けリハビリ

テーションの準備が整いました。

これまで以上に地域の皆様

に貢献できるようスタッフ一

碧同励んでまいります。また何

かご質問がありましたらご遠

慮なく私にお声掛け下さい。

お願い申し上げます。
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r平成28年度第2回湘南ホスピタル地域連携講演会」のお知らせ

6

り

日時:平成29年2月25日土曜日14時～15時30分

対象:地域介護施設職員定員30名

場所:湘南ホスピタル

演題:1)地域包括ケア病床はじめます!

～4月か5の転換にあけて～

地域連携部長小林文・子

2)口腔ケアの基礎～ケアの必要性と実際～
講師:株式会社明治 メディカル栄養営業部学術グループ

問い合わせ・申し込み

湘南ホスピタル「地域連携室」までご連絡ください。

電話:0466-33-5111(代)もしくは

メール:izawa@shohosorgまでご連絡ください。

6、r● qノ● ●k塗 亀

り

スプリンクラーを設置します。

なえて万全の体制を追求してまいりました。

このたびリハビリ室拡張によりスプリンクラーの設置が義務づけられ

る病院の面積規模となり、従来の防災計画に加えてスプリンクラーを設

置することにより、さらに安心安全の防火対策をとることができます。

1月中旬から約3ヶ月かげて工事をして参ります。その間、ご入院の皆

様、ご家族様にはご迷惑をおかけいたしますが、なにとぞご理解ご協力

をお願い申し上げます。

ノ8、＼

,ノ1、\、
 o、

省エネ対策工事について

昨年、6月ころより省エネ対策として、ほぼすべての蛍光灯をLED照明(発光ダイオード

照明)に切り替えました。さらに今春から省エネ型の冷暖房システムの更新をいたします。工

事範囲は主に病棟の個室と共用スペース及び1階の外来診察室をのぞく範囲となります。これ

らの省エネ化により経費の削減を行い、患者様の療養環境の向上に取り組んでまいります。

事務部長服部正明
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あ
け
ま

し
て

お
め

で
と

う
ご

ざ
い

ま
す

。

ご
挨
拶

代
わ

り
の

セ
イ

ム
セ

ッ
ト

で
す

。

7
種

類
の

ニ
ワ

ト
リ

が
5
羽

ず
つ
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ッ

ト
に

な
っ

て
い

ま
す

が
、

同
じ
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種

類
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ッ

ト
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組

(
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ッ
ト
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だ
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で

す
。
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①

・
8

3
σ

・
8

◆
応

募
方
法
答

え
、
住

所
、

郵
便

番
号
、

氏
名

、
フ
リ

ガ
ナ

、
年
齢

、
電

話
番
号

を

は
っ
き

り
書
い

て
、
待
合
室

横
の
投

書

箱
に
入
れ
る

か
、
ハ

ガ
キ
で
送
っ

て
下

さ
い

。
ハ
ガ
キ
の

場
合
の

宛
先
は
当

院
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か
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た
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情
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は
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当
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す
。
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を
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て
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せ
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だ
き
ま
す
。

◆
1
0
月
号

の
答
え
「

ス
ポ
ー
ツ

」
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動徽)診療斜月火水木金土        診療科月火水木金土

        一般内科午前木原-一--一一一一一黄(麗)一一木原松井-一一一一石井木原松井木原木原石井
        午後冨田木原(一部予約)(第3週冨田)井上堀田冨田
        午前木原木原木原木原木原

        呼吸器内科午後木原(一部予約)(第3週休み)井上堀田
        午前黄(麗)黄(沽)石井黄(沽)10:00～石井

        消化器内科午後黄(沽)黄(沽)(第1・3週)
        午前木村

        循環器内科午後冨田冨田(第3週のみ)木村14130^'冨田
        午前安徳安徳松井松井

        神経内科午後安徳

        精神科午後丸田

        整形外科午前吉田

        糖尿病内科内分泌内科午前廣井小田

        泌尿器科午後木内(第1・3週)(14:00～16:00)
        栄養相談午後管理栄養士

        午前管理栄養士管理栄養士管理栄養士管理栄養士管理栄養士管理栄養士

        特定保健指導午後管理栄養士管理栄養士管理栄養士管理栄養士管理栄養士

       午前木原木原

        禁煙外来午後木原(18:00～19100)

』“.器絶・v
.香
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午前受付時間8:00～11:30(診療開始9:00)

午後受付時間11:30～16:30(診療開始13:30)禁煙外来は水曜タ方も行っています。

電話問合わせ8:45～11:3013:15～16:30仕事帰りにいかがですか?(予約制)
休診日土曜午後・日曜・祝日

〒215-0047藤沢市辻堂3-10-2

TELO466-33-5111FAXO466-36-5116

ホームページURLhttp//www.shohos.org

▲▲一……▲▲▲▲▲一一…▲…▲▲一

◎
⑪

あ
箸

砂

病
院

機
能

評
価

の
三

回
目

の
更

新
を

見
送

り
い

た
し

ま
し

た
。

病
院

機
能
評

価
と

は
病
院

組
織

全
体
の

運
営

管
理
と

そ
の
病

院
が

提
供
す

る
医

療
に
つ

い
て
、

病
院

と
し

て
求
め

ら
れ
る

水
準
に

あ
る
か

ど
う

か
、

第
三
者

で
あ
る

日
本

医
療

機
能
評

価
機

構

と
い

う
専

門
機
関

が
評

価
す

る
も
の

で
す

。
評

価
さ

れ
る

項
目

は
「

患
者

中
心

の
医

療
の

推
進

」

「
良
質
な
医
療
の
実
践
1・

2」
「
理
念
達
成

に
向
け

た
組

織
運
営

」
な

ど
で
す

。
こ

の
評

価

を
通

し
て

病
院
の

質
の
改

善
を

推
進

す
る

こ
と

を
目

的
と

し
て

い
ま

す
。

当
院
は

五
年
ご

と
に

目
本

医
療
機

能
評

価
機

構
の

評
価

を
ク
リ

ア
し
、

昨
年
十

二
月
に

三
回

目
の

更
新

時
期
を

迎
え

準
備
し

て
参

り
ま

し
た
。

近
年
、

厚
生
労

働
省

が
地
域

包
括

ケ
ア
シ

ス
テ
ム

(地
域

に
生

活
す

る
高

齢
者

の
住

ま
い

・
医

療
・

介
護

・
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防
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生
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支
援
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体
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に

提
供
す

る
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の
体
制

)
構
想
を
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の
で
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ム
に
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た
医

療
体

制
の

構
築
が

急
務

と
判

断
し
ま

し
た

。

こ
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よ
り
、
病
棟
の
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を
地
域
包
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▲
括
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ア
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換

す
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優
先
し
た
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晶
果
、

同
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時

期
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の
病
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価
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受
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▲
見
送
り

せ
ざ
る
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得
な
く
な

り
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し
た
。

し
か

▲

蝕
し
な

が
ら
次

の
受
審
ま
で

機
能
評

価
機
構
が
求

蝕
め
る
病
院
の
あ
る
べ
き
姿
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維
持
し
つ
つ
、
再

晶
度

認
定
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得
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た
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と
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え
て

お
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す

。


